
イギリスの世界的学術チームによって、過去最大規模の乳幼児期の食の研究が

行われ、その結果が１冊の本となりました（右写真）。

今回から、「生涯続く健康的な食習慣を子どもに身につけてもらうこと」を

テーマにした本書の内容を、皆さまにお届けさせて頂きます。

よりよい子どもの育ちのため、楽しい子育てのために、私たちも園で取り組んで

いきたいと思います

わかたけ保育園

令和7年給食だより月

世界的研究でわかった「すべての親に知ってほしいこと」 その１

２つ視点（観点）が大切です

私達が健康的な生活をおくろうと思うとき、よく「適度な運動」「バランスの

とれた食事」「良質な睡眠」といった心がけてほしい取り組みに情報がフォーカ

スされます。

しかし、他方で「寝る前に筋トレをする」「深夜遅くにポテチを食べる」「週末に

寝だめでリフレッシュ」というように、実は「してはいけないこと」を知ることも

大切なことです。

今回は「好き嫌い」「食べず嫌い」をテーマにに、２つの視点（情報）から情報を

お届けさせて頂きます！

してはいけないことは

してほしいことは

気持ちを楽に構え、大人がおいしそう、

おいしい表情で食べるのを見せる。

口にいれて「やっぱりイヤだ」と出してしまう

こともあると思います。

そういうときは「あんまり好きじゃない？」

「どんな味（食感）だと好きかもと思う？」

「じゃあ、今度は〇〇（違う調理法やメニュー）

にしてみようか」など、子どもの感情をさらっ

と認めてあげてください

好きな食べ物をごぼうにして、

嫌いなものを食べさせる
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「野菜を食べないとデザートをあげません」と

すると、「野菜は嬉しくないもの」という事実

を裏づけることになります。

デザートを食べるためのに仕方なく食べるだ

けのものになり、結果子どもにとって食事は

楽しくないストレスの時間になります。

「がんばったね」「ちょっと食べたられたね」と、

つい言いたくなりますがが、食事は「がんばる」

ものではない、「おいしかったね」と喜びや楽しさを言葉にしてわかちあっていきたいですね。


